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昭和56年台風15号による水稲褐変籾の発生と豊熟及び品質，収量への影響
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1　は　し　が　き

同一地域内で標高の差が，水稲の生育相にどのような違

いが生じるか，岩手県南の胆沢扇状地（標高42m～250m）

を調査中．8月23日，台風15号が同地帝を縦断した。

このため褐変籾が著しく発生したので，早期に被害状況

を把握するため，籾の褐変程度と稔実歩合について．また，

棟高の差や出培期の違いが玄米の品質や収塁にどのように

影響したのか調査したので報告すろ。

2　■試　験　方　法

111稔実歩合調査

台風通過後17日目に試料を採取し．籾を均分＃により約

5タとり，比重0．8（メチルアルコール），1．0（水道水）

によって比重選を3反復行い，更に分離された籾について

観察により稔実籾と不稔籾との確認を行った。

表1　比重選と稔実物拉致

－55－

（2）玄米の収量及び品質調査

標高及び褐変程度（甚：91％～，多：71～90．中：51

～70，少：31～50．微：1～30，無：0）ごとに収量

調査を行い玄米形質について拉致割合を算出した。

3　■試　験　結　果

llI　稔実歩合の調査法について

従来のヨード．ヨードカリ液によろ染色法では籾穀が褐

変していろため稔実籾の確認は不可能であった。このため

簡便法として比重選で実施することとし．メチルアルコー

ル（比重0．8）と水道水（1．0）でそれぞれ比重選を行っ

た結果（表1），比重0．8で浮上した籾の中には平均で91．7

％が不稔実籾であり，比重1．0では98．4％が稔実してい

た。全体の比重0．8で沈下した籾数割合は86，5％であり，

観察による全体の稔実枚数割合が85．6％ではば一致するこ

とから，比重0．8で比重遠を行い，沈下した放散を稔実籾

0 ．8 0 ．8 ～ 1 ．0 1．0 合　　 計

試 料　　　 浮 上 籾 稔 実 籾 不 稔 籾 稔 実 籾 不 稔 籾 稔 実 籾 不 稔 籾 稔 実 籾 不 稔 籾

1

籾　 数 0 7 4 5 1 4 3 8 3 7 43 4 8 5

％ 0 10 0 9 2 ．7 7 ．3 9 8 ．2 1．8 8 3 ．6 16 ．4

比 重 0 ．8 で 沈 下 す る 割 合 8 5 ．7 ％

2

籾　 数 8 6 5 6 8 ． 4 ． 3 8 2 9 4 58 78

％ 1 1．0 8 9 ．0 9 4 ．4 5 ．6 9 7 ．7 2 ．3 8 5 ．4 14 ．6

比 重 0 ．8 で 沈 下 す ろ 割 合 8 6 ．4 ％

3

籾上敷 9 5 0 5 9 ． 5 3 5 0 2 4 1 8 57

％ 15 ．3 8 4 ．7 9 2 ．2 7 ．8 9 9 ．4 0 ，6 8 8 ．0 1 2 ．0

比 重 0 ．8 で 沈 下 す る 割 合 8 7 ．6 ％

平　 均

籾　 致 5 ．7 6 3 ．0 5 9 ．3 4 ．3 3 7 1．7 6 ．0 4 3 6 ．7 73 ．3

％ 8 ．3 9 1．7 9 3 ．2 6 ．8 9 8 ．4 1．6 8 5 ．6 14 ．4

比 重 0 ．8 で 沈 下 す る 割 合 8 6 ．5 ％

数とすることができる。

（21籾の褐変程度と不稔歩合

（日の方法によって調査した結果．同一時期出穂の籾は高

壊高地帯ほど褐変籾数割合が高く，褐変した程度も著しか

った。これは高梓高地掛ほど風速が大であったことと一致

している（図1，2）。

また，出穂期別に籾の褐変程度をみると．台風通過直前

の出穂期の圃場が最も被害が大きく．それから離れるほど

被害が軽微であった。また．台風通過時に出穂期に達して

いた調査区NnSは倍の一部が彙鞘に愚われていたため被害
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が軽減した。籾の褐変程度と不稔歩合についてみると，籾

の両面合せて抜以上褐変した籾数割合が高いほど不稔歩合

が高くなるが，褐変率（籾の両面合せて旭以上）から不稔

歩合を予測することは，生育ステージが一致していない場

合，バラツキが大きく困難である。

鮎蛮指噴．嶋
片頗のみ

両側削変

で1ノ211ド

更に両面合せて抜以上褐変した概数割合と整粒歩合は，

はば直緑的な関係がみられ，褐変籾の発生程度から，整枝

歩合を予測することが可能と思われる（図4）。

（）内は検査等級
（外●は規格外を合も）
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図1標高別褐変程度と不稔歩合
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図2　出穂期別褐変程度と不稔歩合

（3）籾の褐変程度と収量及び玄米品質

（2）で調査した圃場の収量及び玄米形質割合は（図3）の

とおりである。

収量及び品質は棲高との関係が明らかで，高標高地帯ほ

ど収量及び品質とも低下し仁整粒歩合も低い。これら低下

の原因は，台風被害後の登熟条件の不良と風害による籾穀

損傷とが重なり，不稔籾の発生，崎形拉（ほとんど着色粒）

及び未熟粒を増加させたとみられる。
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図3　標高別収量及び玄米品質
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図4　両面抜以上褐変籾の割合

参‘：考　文　献

1）青森県農業試験場専技室．青森県における昭和51年冷

害の実態．275P（1977）．

2）坪井八十二・水稲の暴風被害に関する生態学的研究．

農技研報　A8，1－156（1961）．


